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塔

坂
本　
正
治
（
東
京
）

　

現
在
、
東
京
の
渋
谷
駅
は
、
ク
レ
ー
ン
が
林
立
し
、

大
改
造
中
で
あ
る
。
東
横
線
の
地
下
化
を
皮
切
り
に
、

東
急
百
貨
店
の
３
階
に
あ
っ
た
地
下
鉄
銀
座
線
の
ホ

ー
ム
が
、
東
側
の
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
の
方
に
移
動
す
る

予
定
だ
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
の
ホ
ー
ム
も
山
手
線

に
近
づ
く
の
で
、
乗
り
換
え
が
随
分
便
利
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
工
事
は
列
車
を
運
行
さ
せ
な
が
ら
行
な

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
技
術
力
と
努
力
は
高
く
評
価
で

き
る
。
迷
路
の
よ
う
だ
と
評
判
の
悪
か
っ
た
渋
谷
駅

も
ス
ッ
キ
リ
し
た
姿
に
変
身
す
る
だ
ろ
う
。

　

駅
の
周
辺
も
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
だ
。
２
０
１
２
年
に

竣
工
し
た
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
に
続
き
、
宮
下
公
園
の
前

に
渋
谷
キ
ャ
ス
ト
が
出
来
、
ま
も
な
く
駅
に
隣
接
し

て
地
上　

階
建
て
の
渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
ク
ェ
ア

４７

が
開
業
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
だ
。

　

渋
谷
は
渋
谷
川
の
谷
あ
い
の
街
で
狭
く
、
新
宿
、

品
川
、
東
京
駅
周
辺
に
比
べ
再
開
発
は
遅
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
一
連
の
工
事
で
今
後
Ｉ
Ｔ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
中
心
と
し
た
一
大
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
な
る
。
従
来
か

ら
若
者
の
街
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
や
大
晦
日
に
大
勢

の
人
が
集
ま
る
。
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
は
観
光
客

１４２

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
将
来
、
狭
い
空
間
に
高
層
ビ

ル
が
林
立
し
て
出
来
る
、
新
し
い
景
観
が
楽
し
み
だ
。

　

こ
の
大
変
身
を
遂
げ
る
渋
谷
か
ら
田
園
都
市
線
で

　

分
。
桜
新
町
の
駅
近
く
で
、
家
並
の
間
を
注
意
し

１０て
見
る
と
、
円
形
の
塔
が
二
つ
並
ん
で
い
る
。
東
京

都
水
道
局
駒
沢
給
水
所
の
双
子
の
水
道
塔
だ
。
こ
れ

ら
は
１
９
２
３
年
に
竣
工
し
、
当
時
の
関
東
大
震
災

に
も
負
け
ず
に
屹
立
し
て
い
る
。
高
さ　

ｍ
、
直
径

３０

　

〜　

ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
。
大
正
ロ
マ
ン
の
雰

１２

１４

囲
気
を
湛
え
た
姿
が
美
し
い
。

　

駒
沢
給
水
所
は
、
渋
谷
に
清
浄
な
水
を
供
給
す
る

た
め
に
建
設
さ
れ
た
。
明
治
後
期
、
渋
谷
は
景
色
も

良
く
、
空
気
も
き
れ
い
だ
と
し
て
当
時
人
気
の
「
住

み
た
い
街
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
問
題
は
飲
み
水
。
低

地
で
は
、
水
は
出
る
が
水
質
が
悪
か
っ
た
。
ま
た
高

台
の
土
地
で
は
水
質
は
良
い
が
す
ぐ
涸
れ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
多
摩
川
の
水
を
引
く
こ
と
に
な
り
、
近
代
日

本
の
水
道
の
父
と
呼
ば
れ
る
中
島
鋭
治
博
士
の
も
と

で
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
世
田
谷
の
砧
浄
水
所
で
多

摩
川
の
伏
流
水
が
取
水
さ
れ
、
一
旦
駒
沢
給
水
所
に

送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
渋
谷
ま
で
一
気
に
送
水
さ
れ
た
。

こ
れ
で
、
渋
谷
の
水
問
題
も
解
消
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
駒
沢
給
水
塔
は
大
発
展
し
て
い
る
渋
谷
を

陰
で
支
え
て
き
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

現
在
は
非
常
用
の
水
の
貯
水
に
使
わ
れ
て
い
る
だ

け
だ
が
、
塔
は
地
元
の
人
達
に
愛
さ
れ
、
風
景
資
産

保
存
会
（
愛
称
・
駒
Ｑ
）
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

　

今
の
時
代
、
新
し
い
も
の
を
ド
ン
ド
ン
造
る
活
力

と
と
も
に
、
古
き
良
き
も
の
を
い
つ
ま
で
も
大
事
に

し
て
い
く
心
の
余
裕
が
必
要
だ
。
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